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 図3.A)アンチモン錯体のpc3'種のa)電子吸収スペクトルおよびb)MCDスペクト
 ル、B)IZn(pc)1錯体のpc3¶'種の上)電子吸収スペクトルおよび下)MCDスペクトル
 (図3Bは」.Mack&M.」.Stillman,(1994)から引用)
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 図4.pc2一配位子のフロンティア軌道とQ帯
 図5.亜鉛錯体の分子構造(T.
 Kobayashi,eta1(1971)から引用)
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 論文審査の結果の要旨
 フタロシアニン錯体は顔料として広く使われ,さらに種々の機能性材料として注目を集めている。本
 論文は15族金属のフタロシアニン錯体を初めて合成し,その物性を明らかにしたものである。
 第一章では,フタロシアニン錯体が周期表上のほとんどすべての金属について研究されている中で,
 15族元素錯体の研究が欠落していることを指摘するとともに本研究の背景,目的について述べている。
 第二章では,ビスマス(III)フタロシアニン錯体の合成に成功し,その化学的,分光学的,および電気化
 学的性質を明らかにしている。ビスマス錯体は,極めて置換活性なこと,近赤外部に強い吸収帯をもつ
 ことなど,前例のない特異な物性を示すことを見出している。
 第三章では,アンチモン(V)フタロシアニン錯体の合成に成功し,その化学的,分光学的,および電気
 化学的性質について述べている。アンチモン錯体の強い酸化力および近赤外部に強い吸収帯をもつこと
 など既知のフタロシアニン錯体に見られない特異な物性を明らかにしている。さらに単結晶X線構造解
 析を行い,これらの特異性が錯体の構造に由来するものではないことを見出している。
 第四章では,アンチモン錯体が著しく還元され易いことを利用し,報告例の少ないフタロシアニンの
 還元型ラジカル種を発生させ,その分光学的性質を明らかにしている。その結果,既知のフタロシアニ
 ンラジカル種と異なり,還元後も分子構造に顕著な歪みがないことを見出している。
 第五章では,15族元素錯体の特異な分光学的性質の原因を,分子構造,分子軌道の対称性ならびに錯
 体が有する正電荷に基づいて説明している。
 第六章では,各章で得られた結果を総括している。以上本研究により,中心金属として15族元素を用
 いることにより,既知のフタロシアニン錯体には見られない特異な物性が得られることを明らかにした。
 本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。
 よって,砂金宏明提出の論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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